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日本ナショナルトラストの文化遺産保護活動

(1)財団設立の背景

●高度成長期の開発（1964年東京五輪・1970年万国博覧会）

国土開発の進展による文化財やすぐれた自然の風景地などの観光資源の破壊損傷に対

する危機感

●国土再認識の機運の高揚

1965年朝日新聞誌上での作家大佛次郎の連載「破壊される自然」

明治百年記念年

●文化遺産保護のための組織や法制度の整備

1966年 古都保存法

1967年 運輸省「観光資源保護状況実態調査」

半数以上の観光資源が法令による保護なし

1968年 文化庁発足

妻籠宿の町並み保存整備開始、金沢・倉敷での条例制定

観光資源保護財団（現・日本ナショナルトラスト）設立



日本ナショナルトラストの文化遺産保護活動

(2)財団の目的

「観光資源」：「過去と現在をつなぎ、将来への発展の足がかりを与えるもの」で、

「進展し続ける現代文明の中に生きるわれわれ国民にと」って「きわ

めて貴重な、存在意義を有する国民的財産」（設立趣意書より）

→国の施策に依存するのみでなく、国民が自らの手で観光資源を保護し、正しく

利用しつつ、後世に継承することを目的とする

寄付行為（当時）

（１）国民的財産として後世に継承するに足る観光資源の認定
（２）保護対象の所有者、管理者等に対する補助金、助成金等の交付
（３）保護対象の取得及び管理運営
（４）観光資源に関する保護思想及び知識の普及向上
（５）観光資源に関する調査研究並びに情報の収集及び提供
（６）政府及び関係機関への観光資源の保護に関する建議又は陳情



日本ナショナルトラストの文化遺産保護活動

1969 保護を要する観光資源調査→保護対象の認定→地元自治体や保存団体への支援
【最初期：専門委員会や事務局の推薦による対象の認定】

1973 名勝旧大乗院庭園の管理団体に指定
保護管理事業の開始

1976 岡倉家から「旧日本美術院五浦研究所
跡」管理受託 →1980「天心遺跡記念公園」

法輪寺三重塔

淡路人形浄瑠璃

高山市上三之町 岡倉天心旧居およびその周辺 白川郷合掌造り民家群



日本ナショナルトラストの文化遺産保護活動

1979～ 公募形式による観光資源調査の実施：地域の提案に基づく調査活動
調査実施後の文化財指定等への足がかり／保護活動の組織化への寄与

調査対象公募

調査対象選定

調査実施

保護対象の認定

さば街道熊川宿の町並み（1985）
→1996 重伝建選定

舞鶴の赤煉瓦建造物群（1996）
→2008 重文指定等

報告会の開催

保護事業への展開

琴引浜の鳴砂（1984）
→2007 天然記念物及び
名勝指定

観光資源保護調査



日本ナショナルトラストの文化遺産保護活動

1984 特定公益増進法人（免税団体）に認可
→保護資産を買い取り・寄贈により取得

保護活動への展開

巻機山の自然（1977）

調査報告会での提案をもとに、
東京農大研究室との連携によ
るボランティアを開始

80s 県の事業開始
90s～ 一般市民のボランティア参加

白川郷合掌民家
旧寺口家(1987)・旧松井家(1988)

トラストトレイン（1987)



SEEDS OF FURUSATO
―東日本大震災 自然・文化遺産復興支援プロジェクト―



SEEDS OF FURUSATO
―東日本大震災 自然・文化遺産復興支援プロジェクト―

・広域にわたる大規模な被災（地震・津波・火災による滅失・損壊等）
・国登録文化財をはじめ、国等公共団体による経費的支援が及びにくいものが多数
・保存・復旧の意思を有する所有者等への支援が急務

地域の“シンボル”である自然・文化遺産の復旧・復興を支援することにより、
地域風土に根差した暮らしを取り戻すとともに、観光資源としての保護・活用への
礎を築く

背景

目的

東日本大震災により被災した自然・文化遺産の修理・復旧への支援
※文化財指定・登録の有無を問わないが、原則として国の補助対象となる復旧事業は除く。

ⅰ）建造物等
ⅱ）記念物・文化的景観
ⅲ）民俗文化財及び無形文化財

対象

内容 ○募金キャンペーンの展開
○支援事業

○パートナー事業

所有者等が行う修理・復旧事業に要する経費の一部を助成

対象遺産の復旧・復興を支援する活動団体と連携

・地域のシンボルとして地域住民に認識され、周知されているもの
・地域において保存・活用の機運のあるもの、または今後予想されるもの
・歴史的、文化的、景観的な要件のいずれかの価値を認められるもの



●平成24年度支援事業 14件

●第二次支援事業 15件

●第三次支援事業 12件

●パートナー事業 ２件



復興支援の集いin京都 駅募金イベント（東京駅） 森秀織物（群馬県桐生市）
修復竣工記念特別見学会

尾形家住宅
修復現場での実演講習会

机浜番屋群 井戸復元ボランティア 机浜番屋群
寄付金贈呈式



文化的景観の保護

• 平成16年文化財保護法改正（17年4月施行）により６つめのカ
テゴリーとして保護の対象となる

定義：「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の

風土により形成された景観地で我が国民の生活又は

生業の理解のため欠くことのできないもの」

（文化財保護法第二条第1項第五号）

• 都道府県または市町村の申し出に基づき、景観法に定める
景観計画区域または景観地区にある文化的景観のうち、とく
に重要なものを国が「重要文化的景観」として選定



重要文化的景観選定基準

一 地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成され

た次に掲げる景観地のうち我が国民の基盤的な生活又は生業の特色を

示すもので典型的なもの又は独特のもの

（一）水田・畑地などの農耕に関する景観地

（二）茅野・牧野などの採草・放牧に関する景観地

（三）用材林・防災林などの森林の利用に関する景観地

（四）養殖いかだ・海苔ひびなどの漁ろうに関する景観地

（五）ため池・水路・港などの水の利用に関する景観地

（六）鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地

（七）道・広場などの流通・往来に関する景観地

（八）垣根・屋敷林などの居住に関する景観地

二 前項各号に掲げるものが複合した景観地のうち我が国民の基盤的な生

活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの



重要文化的景観選定地

平成25年11月1日現在 ３８件が選定



輪島市 大沢町・上大沢町の位置

輪島市

H18.2月 旧輪島市と門前町
が合併し新「輪島市」
人口 29,741人
世帯 12,789件
（H26.3月現在）

西保地域

大沢町・上大沢町 ：輪島市「西保地域」
輪島市中心市街地から西に約12km（車で約30分）



輪島市の文化遺産

白米の千枚田 三井の里山景観 黒島の町並み

上時国家住宅 総持寺祖院 朝市



ＧＩＡＨＳ（世界農業遺産） 能登の里山里海
平成23年6月 国内初の認定
（七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、志賀町、中能登町、穴水町、能登町）



大沢町の概要 人口：２０２人（８９世帯）
人口減少・空き家の増加が進む
近世に加賀藩十村を務めた筒井氏が居を構えた
村役場・中学校・小学校が設置
後背地は比較的なだらか



上大沢町の概要 人口：６８人（２２世帯）
集落内の結束が固い
空き家はなし
谷合にありとくに風が強い



伝統的な間垣 主材料：壁体 ニガタケ（メダケ）
支柱 クリ・アテ（能登ヒバ）
結束材 かつてはフジヅル、現在は番線

平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より



３タイプに分類された間垣

伝統継承タイプ 混合タイプ 簡易タイプ

平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より



平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より

間垣連続写真（大沢町）



平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より

間垣連続写真（上大沢町）



平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より

大沢集落の
間垣分布状況
（平成21年調査時）

４５基
総延長８０９．６ｍ

伝統継承タイプ ３７％
混合タイプ ３０％
簡易タイプ ３３％

オオアイ
（台風時）

クダリ
（台風時）

オオクダリ
（台風時）

アイ
（晩秋～冬）

ダシ
（春先）



上大沢集落の
間垣分布状況
（平成21年調査時）

３７基
総延長５１７．４ｍ

伝統継承タイプ ８０％
簡易タイプ ２０％

平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より

ダシ

ニシ

タカカゼ

アイ
（晩秋～冬）

クダリ



間垣の里の景観構造

平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より



間垣の里の土地利用

平成24年3月輪島市教育委員会『能登・間垣の里 文化的景観保存調査報告書』より



間垣の里の生業



間垣の維持管理をとりまく課題

①材料供給面の課題

高齢化・営農環境の変化（農作業の一環としての作業）

河川整備による主要供給地の消失

→安定的供給源の確保が急務

②作業労力面の課題

家単位で行っていた作業の継続困難

業者委託など作業の外部化が進み技術や知恵が継承されない

③所有者にかかる負担の増大

単身高齢者の負担の困難（行政からのわずかな補助）

ニガタケの採取や擁壁上など危険な場所での作業

④空き家の増加（大沢町）



材料不足・作業負担の増大が深刻化しつつある
間垣の維持補修作業



変化しつつある間垣



大学研究室との連携の開始（Ｈ23年度～）



大学研究室との連携の開始（Ｈ23年度～）



「間垣七役」（藤平朝雄氏）

•風除け
•湿気調整
•塩っ気の除去
•海鳴りのトーンダウン
•夏の強い西日の遮断
•観光資源
•地域全体で防災意識の連帯感を
高める「絆」効果



間垣の里づくり計画
ー文化的景観の保全から地域ぐるみの里づくりへー

「共同」で担うしくみの再構築
地域と交流人口で推進する里づくり



作業体験会の実施
－地域住民と外部支援者が担う仕組みづくりへー

①ニガタケ伐採作業



作業体験会の実施
－地域住民と外部支援者が担う仕組みづくりへー

②間垣補修作業



持続可能な仕組みづくりへ向けて

•材料の安定確保が急務
⇒共有のニガタケ畑づくり（耕作放棄地の活用）

地域ぐるみでとりくむ維持管理作業

•作業の技術的サポート・安全確保の必要性
⇒技術者・学識経験者によるサポート

景観に配慮した工法の研究

•住民の参加意欲の向上・新たな担い手の掘り起し
⇒大学との連携・サポーター呼びかけ

•産業との連携による活動費（作業費）のねん出
⇒補助金だけに頼らない自律的活動へ

住み続けられる里づくりへ


